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事業環境

１．年度前半
①海外経済の減速、日中関係の悪化による輸出減少
②個人消費や設備投資弱含み

２．年度後半
①個人消費持ち直し
②住宅建設、公的需要の増加
③輸出の下げ止まり
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平成25年3月期（第117期）総括

１．25年3月期業績（連結）
売

 
上

 
高：186億円

 
（前期比△1.5%）

営業利益：742百万円（前期比△4.7%）
経常利益：839百万円（前期比△5.9%）
当期純利益：526百万円（前期比＋8.6%）
EPS：59.21円（前期比＋4.7円）
ROE：

 
5.6%

 
（前期比＋0.1ポイント）

２．事業別売上動向
重包装袋事業：

 
116億円（前期比＋0.3%）

フィルム製品事業：

 
40億円（前期比△ 5.9%）

コンテナー事業：

 
15億円（前期比△ 6.4%）



平成25年3月期実績と計画の対比
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実績 当初計画 計画との乖離 実績 当初計画 計画との乖離

売上高 18,653 19,500 △4.3% 15,017 16,000 △6.1%

営業利益 742 860 △13.7% 558 630 △11.3%

経常利益 839 920 △8.8% 653 725 △9.9%

当期純利益 526 595 △11.6% 382 450 △15.1%

ＥＰＳ 59.21円 66.97円 △7.76円

連 結 単 体 単位：百万円



前年対比
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H24年3月期 H25年3月期 前期比増減率 H24年3月期 H25年3月期 前期比増減率

売上高 18,928 18,653 △1.5% 15,431 15,017 △2.7%
営業利益 778 742 △4.7% 567 558 △1.5%
経常利益 892 839 △5.9% 685 653 △4.7%
税引前利益 882 796 △9.7% 683 613 △10.3%
当期純利益 484 526 ＋8.6% 352 382 ＋8.6%

設備投資額 921 551 △40.2%
減価償却費 544 560 +2.9%
研究開発費 235 237 ＋0.9%

連 結 単 体 単位:百万円

配当：12円（期末6円）予定



第1-2四半期、第3-4四半期別前年対比
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H24年3月期
第１-２四半

 
期累計

H25年3月期
第１-２四半期

 
累計

前期比増減率 H24年3月期
第3-4四半期

 
累計

H25年3月期
第3-4四半期

 
累計

前期比増減率

売上高 9,897 9,631 △2.7% 9,031 9,022 △0.1%
営業利益 478 407 △14.9% 300 335 11.7%
経常利益 544 454 △16.5% 348 385 10.6%
税引前利益 538 414 △23.0% 344 382 11.0%
当期純利益 347 261 △24.8% 137 265 93.4%

連 結 単位:百万円
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連結業績推移
売上高売上高

 

単位：百万円単位：百万円 利益利益

 

単位：百万円単位：百万円

Ｈ２３／３ Ｈ２４／３ Ｈ２５／３

売上高 19,450 18,928 18,653

営業利益 1,015 778 742

経常利益 1,108 892 839

税調整前利益 1,018 882 796

当期純利益 621 484 526
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単体業績推移
売上高売上高

 

単位：百万円単位：百万円 利益利益

 

単位：百万円単位：百万円

250250

500500

750750

1,0001,000

500500

Ｈ２３／３ Ｈ２４／３ Ｈ２５／３

売上高 15,642 15,431 15,017

営業利益 712 567 558

経常利益 833 685 653

税調整前利益 745 683 613

当期純利益 434 352 382
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セグメント別連結売上高推移
単位：億円単位：億円

191191 189189 186186
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主要三セグメントの連結営業利益推移

単位：百万円単位：百万円 ※※全社費用控除前全社費用控除前
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連結EPS/ROEの推移

当期純利益当期純利益

 

単位：百万円単位：百万円 EPSEPS

 

単位：円単位：円

連結連結EPSEPS
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総資産と純資産の推移
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連結キャッシュフロー

連結キャッシュフロー推移連結キャッシュフロー推移

単位：百万円単位：百万円

H23/3 H24/3 H25/3
営業CF 1249 1172 874
投資CF △560 △695 △534
財務CF △13 △156 △102

換算差額 △4 △28 23

現金増減額 670 292 261

設備投資額 478 921 551

減価償却費 514 544 560
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利益配分に関する基本方針

１．基本方針
株主に対する利益還元を経営の重要政策の一つとして認識。

①

 
安定的な経営基盤の確保

②

 
株主資本利益率の向上

③

 
安定的な配当を継続

２．当期の剰余金配当

117期末配当6円（予定）

（中間6円を加え年間配当12円）

118期以降も中間、期末の二回配当態勢を継続



平成26年3月期利益計画
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単位：百万円単位：百万円

H26年3月期 前期比増減率 H26年3月期 前期比増減率

売上高 20,000 +7.2% 16,000 +6.5%

営業利益 790 +6.5% 600 +7.4%

経常利益 870 +3.6% 680 +4.1%

当期純利益 545 +3.6% 420 +9.7%

連結連結 単体単体

ＥＰＳ

 

６1.３５円

配当

 

１２円（中間６円）
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当社の課題

１．クラフト紙袋の売上数量拡大
①

 
製品ラインアップを広げて、今後も需要が見込まれる食品用途

 袋へシフト

②

 
昭和パックストレーサビリティシステムの推進

２.
 

当社独自製品の販売拡大
液体輸送用資材エスタンク・エスキューブの販売拡大

３
 

アジアでの販売拡大

営業体制強化
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製品ラインアップを拡充するため

東京工場に新工場棟を建築中

西日本で伸びている中型袋の需要に対応するため、

山口県の防府工場に新しい生産ラインを増設中

製品ラインアップを広げて、
 今後も需要が見込まれる食品用途袋へシフト



昭和パックストレーサビリティシステムの推進
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当社独自開発品である液体用輸送容器を
 主力製品に育てていく

エ ス タ ン ク エスキューブ
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東南アジアの旺盛な紙袋需要を取り込むため、

営業体制強化

アジアでの販売拡大
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今後ともご支援お願い申し上げます。


